
 
 

【国語科提案】

国語科における育みたい探究力と省察性，見方・考え方

国語科における
育みたい探究力

国語科の見方・考え方を働かせながら，目の前の未知の問題に対して，探究の
プロセスをとおして，解決に取り組む資質・能力

国語科における
育みたい省察性

国語科の見方・考え方を働かせながら，自らの学びにおいて学びの方法や道筋
を調整・改善したり，学びを意味付けたり，学んだことを自己の生活や行動に
つなげたりする自己効力感に支えられた資質・能力

国語科における
見方・考え方

学習の中で対象と言葉，言葉と言葉の関係を言葉の意味，働き，使い方等に着
目して捉えたり問い直したりすること

国語科における探究のプロセスをとおした学びのイメージ（単元）

自己調整を生む指導
 
 
 
 
 
 

研究の評価

未来に生きて働く探究力と省察性の育成

国語科の本質
国語科は，言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，言葉を適切に理解し，それら

を活用表現する教科である。国語科は，様々な事象や対象の内容を自然科学や社会科学等の視点か

ら理解することを直接の学習目的とするのではなく，様々な事象をどのように言葉で捉えて理解

し，どのように言葉で表現するか，という言葉を通じた理解や表現及びそこで用いられる言葉その

ものを学習対象とするという特質を有している。したがって，言葉に着目して言葉の意味・働き・

使い方を捉えるという国語科固有の視点を踏まえ，理解したり表現したりしながら自分の思いや考

えを深め広げることが，国語科で育成したい力である。  
 

国語科における自己調整とは，対象や自分が用いている言葉の意味・働き・使い方を客観的に捉え，

目的に応じた言葉を選び，用いていくことである。国語科部会では，言葉を自覚的に用いるために必要

な「言葉のはたらき（言葉の意味・働き・使い方）」に気付き，どの言葉を用いるのか判断し，表現する

という一連の流れを「気付く・決める・動く」自己調整過程であると定義し，この過程の充実を図る指

導を行う。教師のしかけとしては，①教材の特徴や指導事項に沿った「言葉のはたらき」の自覚をする

ことに適した課題設定を行い，②言葉・文章・構造・非連続テキスト等に立ち止まり考えるための発問

や，③本校の「考える技」である「比べる」「つなげる」等を使わせることで，子どもが言葉を自覚的に

用いることができるようにする。  
このような教師のしかけにより、子どもはゴールを自覚し，学習途中でゴールを再確認し言葉に立ち

止まり，言葉の意味を捉えて前後関係を考えることができるようになる。また，他者との差異を感じる

ことで，学習方法を自ら選ぶという自己調整にもつながる。このような主体的，協働的に課題に向かう

子どもの姿をとおして，「言葉の働き」に対する捉え方や用い方の質の向上を目指す。  

教材や他者との差異を感じながら，それに気づき，自分の言葉に対する捉え方や用い方を俯瞰的に

省察することで，「言葉のはたらき」に対する捉え方や用い方の質が向上したことを，単元末などに振

り返ることができているのかを評価する。  
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